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すくすくどろんこの会

統括管理栄養士：矢部まり子

栄養士：重野みのり

暑さも落ち着き、過ごしやすい日が多くなってきました。いよいよ実りの秋がやってきます。

秋は１年を通して、１番食べ物の美味しい季節です。子どもの頃から食べ物の旬を知り、多くの食材に触れ

合う機会を作ることは、豊かな感性や味覚形成にとても重要です。給食でも秋の味覚を取り入れて、季節を

楽しんでいきたいと思います。

●答えQ1.ショートケーキのショートは「みじかい」ではなく、「サクサクする」といういみがあるよ。

もともとショートケーキスコットランドからきたといわれていて、にほんのふわふわのケーキとちがってクッキーのよう

なおかしだったんだよ。Q1.ショートケーキ は どうして ショート っていうの？

な
ぜ

どうして

きりん⇒19日(水) ﾌﾟﾘﾝﾃﾞｺﾚｰｼｮﾝ

ぱんだ⇒26日(水)バナナつぶし

らいおん⇒３１日(月)おばけ作り・

にんじんの型抜き

今月も感染症等の動向を見ながら実施してい
きます。エプロン・三角巾・マスクの
ご用意をおねがいします。

秋はさまざまな果物が旬を迎えます。
その一つ、りんごは青森県や長野県で多く
栽培され、そのまま食べるほか、ジュース
やジャム、缶詰などに加工されます。疲労
回復に役立つリンゴ酸や、お腹の調子を整
えてくれる食物繊維、生活習慣病を予防す
るポリフェノール類が含まれ、健康に役立
つ食べ物です。
皮に栄養が多いので、よく洗って皮ごと食
べるのもおすすめです。

ハロウィンはヨーロッパを起源と
するお祭りで、秋の収穫を祝い悪霊
を追い出すといわれています。
ハロウィンに必ず登場するカボチャ
のちょうちんは、もともとカブをく
り抜いたちょうちんだったものがア
メリカでカボチャになったそうです。
カボチャは甘味もあり、ビタミンＡ
を豊富に含みます。
カボチャをパイにしたり、プリンな
どのおやつを作ったりすると、ハロ
ウィンがいっそう盛り上がります♪

年中・年長組さんになると、おにぎりや
サンドイッチは慣れた様子でとても上手に
作れるようになりました。おにぎりをどん
ぐりやハート型に見立てたり、おかわり分
も残せるよう考えながらパンに具材を塗っ
たり…など、子どもたちそれぞれ考えなが
ら食に触れ、嬉しい・楽しい・真剣な顔を
たくさん見せてくれる時間です。
また新しい食育にも挑戦していき
たいと思いますのでお楽しみに！

◆材料（6人分）

米粉……………100g

おから…………100g

砂糖……………60g

ﾍﾞｰｷﾝｸﾞﾊﾟｳﾀﾞｰ……9g

卵…………………2個

油…………………50g

りんご（中）……1/2個

干しぶどう…………45g

◆作り方

①りんごは小さめのいちょう切りにす

る。干しぶどうはお湯でやわらかくし

てから刻む。

②おから以外を混ぜる。

③②におからをほぐしながら入れる。

④①を加え混ぜる。

⑤オーブン170℃で15分

７日（金） 郷土料理【石川県】

１４日（金） 世界の料理【フランス】

１９日（水） らいおん組リクエスト献立①

２４日（月） らいおん組リクエスト献立②

２８日（金） 鉄分強化Day

３１日（月） ハロウィンの行事食 ※延期していたこぐま組のもやし折りを
5日(水)に実施します。


